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Turkish Nationality and the Jews:
Analysis of Anti-Semitism alla Turca
KAKIZAKI Masaki
This study explores some of the core elements of anti-semitism in
modern Turkey with special reference to Pan-Turkism and Islamism.
Despite the fact that Turkish republic was established as nation-state
with civic nationalism, which, theoretically speaking, treats all nations
within the border as equal citizens, the Jews have been excluded from
the boundary of the deﬁnition of Turkish citizens. Relying on some
recent studies on Turkish nationalism and on the relationship between
the Turkish government and minority groups, this paper examines how
Pan-Turkist and Islamist intellectuals have presented the Jews in their
works and contends that the Jews have been regarded as the people
deviating from the three components of the deﬁnition of the Turkish






なったのは 1992年に行われた ‘500周年記念事業’ である。1989年にイス
タンブルで設立された ‘500周年記念財団 (500 üncü Yılı Vakıfı)’ が中心
となり、1492年にイベリア半島から追放されたユダヤ教徒の多くをオスマ
ン帝国が温かく受け入れたことを記念し、また、トルコにおけるユダヤ教






















































































































したさまざまな政策は、‘トルコ人至上主義’ (坂本 1996、206頁) とも言
える排他的ナショナリズムであったと主張する立場や (Kasaba, 1997, pp.
27–28; Poulton, 1997, p. 115–129; Smith, 2005) 市民権ではなく人種概念に





















図 1: チャアプタイによる ‘トルコ国民概念’ 三要素
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にも深く関わっており、1945年 7月に結成された国民発展党 (Milli Kal-
kınma Partisi) の創設メンバーに加わったのを皮切りに、47年にはトルコ
保守党 (Türk Muhafazakar Partisi)、51年にはイスラーム民主党 (I˙slam
Demkrat Partisi) を次々に結成する (Lewis, 1968, p. 383; Karpat, 1959, p.








ている (Rustow, 1957, pp. 98–99)。






Stürmer” の 1934年 8月 18日号が、アティルハンに関する長文の紹介記事
を写真付きで掲載したことから推測できる。また、アティルハンの “シナ











は ‘純血 saf kan’、‘純粋な種 saf soy’、‘純粋トルコ人 öz Türk’ のよう




































































義” をアンカラ大学神学部出版部から 1965年に発表した (Landau, 1988,



























































































































参加していた(新井 2001, 122–3頁)。帝国議会が 1909年 4月にアブデュ
ルハミトの退位を決定した際、それをアブデュルハミトに伝達した議員団
にはアルメニア人議員とユダヤ教徒議員が含まれていた。また、イスタン
異文化コミュニケーション研究 第 18号 (2006年)
130
ブルを追われたアブデュルハミトはその後サロニカに汽車で送られ、ユダ

















持を集めたとされる (Landau, 1988, pp. 298–299)。




















国民救済党の意図があった (Landau, 1988, p. 292)。そしてこうした反ユ
ダヤ主義は 1990年代には国民救済党の後身である福祉党によって維持され
ていくことになる (Bali, 1999a, pp. 100–101; Gülalp, 1995, pp. 364–365;
Yavuz, 2003, p. 237)。実際に、エルバカンは著書 “公正な経済秩序” の中
で、トルコやイスラーム諸国が帝国主義とシオニズムによって ‘奴隷的経
済秩序’ に組み込まれていると述べている (Erbakan, 1991, pp. 1–3)。
5. トルコ近現代史における反ユダヤ主義の系譜—‘ホロコースト否定論’
1990年代のトルコにおける反ユダヤ主義の新しい流れとして、ここでは
トルコに登場した ‘ホロコースト否定論’ を考察する。19) 日本では ‘マル
コポーロ事件’ と呼ばれる出来事が起こった 1995年、トルコではハール
ン・ヤフヤという人物が “ホロコーストの嘘—シオニストとナチスの共










した。1990年には科学研究財団 (Bilim Aras¸tırma Vakfı) を設立し、書籍












































系メディアからは時として賛同の声が上がった。“国民新聞” は 1997年 1
月にヤフヤの本を賞賛し、ユダヤ教徒とヒトラーの共謀説を支持する記事




Myths Fondateurs de la Politiques Israélienne” がトルコ語に翻訳された (In-
stitute for Jewish Policy Research, 1998; Bali, 1999b, pp. 359–363)。22) また、
ガロディが著書の中でホロコーストに疑問を投げかけたとしてフランスで
有罪判決を受けた際には、トルコの大衆紙 “朝 Sabah” のコラムニストで
あるギュライ・ギョクテュルクは自身のコラムの中でガロディを ‘思想の
自由’ の観点から擁護したために、ユダヤ教徒読者らから厳しい抗議を受
けることになった (Göktürk, 1998a; 1998b)。さらにイスラーム系新聞 “契
約 Akit” は同年一月に “ホロコーストの嘘” と題した 98ページの小冊子
















































は ‘トルコ民族性’ と ‘イスラーム’ の融合からなるアイデンティティー







































本稿は筆者が 2004年 6月 2日に東京外国語大学において行った研究発表 ‘ト




















る調査によると 1995 年の段階で 1 万 8 千人から 2 万人と推計されている
(Hooglund, 1996, pp. 104–105; Shaw, 1991, p. 259)。
3) 近代化論アプローチに基づくトルコ国民主義に関する研究としては、例えば
(Kili 2000, pp. 229–245; Karpat 1991)。
















7) トルコの国民概念を再検討した最近の研究については、(粕谷 2001; 山口
2005; Kiris¸çi 2000; Yazıcı, 2001; Ye%gen 2002; Isyar 2005) などがある。
8) (Lewis 1968, pp. 352–354; Karal, 1981) も参照。
9) ただし、ユダヤ教徒共同体は 1925年にマイノリティーとしての諸権利を自ら




移住した (Shaw, 1991, p. 247)。
11) 汎トルコ主義に関しては、(Landau 1995) が詳しい。












と記されているが (Dönme, 2005)、ナッシ (Nassi 1992) は 4万人から 5万人、
ゾルル (Zorlu 1998) は 10万人ほどと見積もっている。ドョンメ社会とトル
コ・ナショナリズムの関係については、(Baer 2004) も参照。



















(Pipes, 1996, pp. 385–388)。
20) “ホロコーストの嘘” は、米国の ‘修正主義’ 団体 (Institute for Historical
Review) の定期雑誌、Journal of Historical Review において、‘トルコで “ホロ




21) 英語版の “ホロコーストの嘘” における ‘ガス室はなかった’ とのヤフヤの
議論は、例えば “ロイヒター・レポート” などに依拠しており、引用されてい
る資料や立証の方法は欧米の ‘修正派’ に倣っている。‘修正派’ については
(セバスティアン 1995) を参照されたい。なお、‘修正主義’ に対するシオニス
トによる脅迫の一例として、ヤフヤは日本のマルコ・ポーロ事件にも言及して
いる (Yahya, 1995, pp. 194–195)。また、ヤフヤの場合はユダヤ教のみならず
イスラーム以外のあらゆる宗教が攻撃の対象となっており、“イスラームと仏
教” において仏教は偶像崇拝に基づく迷信であるとされている (Yahya 2003)。
22) ガロディの思想的背景とアラブ世界における彼の思想の受容ついては、(池内
2002、12–15頁) に詳しい。
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